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　「お前さんの噂は聞いたことが在るな」たいそう感銘を受けたように、その老いた放浪者は言った。「数ヶ月ほど前に、幽鬼門〔Ghostgate〕で灰吸血鬼どもを皆殺しにしたという冒険者だろう？」
　「ええ」そう褒め称える男に、Oristian Silverthornは飽き飽きしたような微笑でもって答えた。まだ自分の名前は伝説的とまではいかないから、ここは丁重に答えておくべきだと彼には分かっていた。「あなたは？」
　「Erer Darothil。まぁ、お前さんにとっては、何の意味も無いものだろうがね」そう言って、男はgreefの杯を口元に寄せた。「Ghostgate地方の生まれでね、それで、お前さんの名前を耳にしたのさ。噂どおり、冒険を続けているのかい？」
　「はい」しかめっ面を浮かべてSilverthornは答えた。「GrazelandsのEgroamaroとかいうゴロツキの戦闘魔術師を成敗しようと思っているところでしてね」
　「そいつの噂も聞いたことが在るな」Darothilは言った。「凶悪で容赦の無い奴だという話だな」
　「それで、こうして飲みに来ているという訳なんですよ」Silverthornは溜息を漏らす。「ところで、ご職業は？」
　「何にも」幾らかのプライドを込めてDarothilは言った。「しかし、若い頃には、Gwylim大学で幻影魔法を教えておったものだよ」
　「ひょっとしたら、それなら、何か手助けになるかも」Silverthornは俄かに色めきたつ。「沈黙の呪文を教えて貰えませんか？　報酬は充分に出しますよ」
　「その呪文は知っているが」Darothilは言った。「しかし、不可視の魔法やら、その年とったEgroamaroに忍び寄るための暗黒の魔法やらも、同じくらいに実に役だつものだがね」
　「いえ」Silverthornは断固として言った。「１つの魔法を習う時間しか無いのです。Egroamaroを倒して、その報酬を手に入れたら、すぐにGnisisにトンボ帰りしないと。私が居ないと、妻が心配しますから」
　Darothilは同意を示して、２人は深々と酒場の座席に腰かけてgreefの杯を傾けつつ、その老人は自分の魔法の知識を分け与えた。彼の説明によれば、ちょうど光を反射するガラスのような、音を捩じ曲げる沈黙の円錐形を実際に作り出すのである。彼はSilverthornに目を閉じさせると、そのグラスの脇を弾いて、その音が消え去ってしまう前に、まるで物理的実体であるかのように音を心に思い描くように言った。
　数時間の指導を終えて、その冒険者は老いた教師に報酬を支払って出発した。Egroamaro の砦であるIndoranyonは、そう大してSadrith Moraから離れていない。間も無く、その戦闘魔術師の名刺とも言える荒廃した廃墟が見えてきた。その廃墟を深くまで探索していくと、生きているのやら死んでいるのやら、Egroamaroの手下どもが襲い掛かってきた。魔力の込められた彼の黒檀製の剣でもって軍勢を薙ぎ払っていって、そして、荒れ果てた大広間にて彼らの主人と直々に対峙することになった。
　Egroamaroは冷笑めいた一礼を敵に送ると、そのSilverthornを灰燼に帰そうと火球を放つ動作に入った。呪文の最初の一語を発する前に、この廃墟の周囲の物音が完全に途絶えていることに不意に気づかされた。何か喋ってみようとするも、それは音にはならない。その間に悠然と広間を横切っていったSilverthornは、ただの剣の一振りでもって、その戦闘魔術師を討ち取ってしまった。
　その冒険者は依頼を受けたTribunal寺院に急ぎ戻って報酬と感謝を手に入れると、ほんの数日後にはGnisisの自宅に帰っていた。妻のLiahは心配の余り気が動転していた。
　「ここ毎晩、寝返りを繰り返すばかりだったわ。あなたが戦闘魔術師に焼かれて灰になってしまうことばかり想像して、そうしたら私はどうなるのって。聖Seryn様はお許しにならないでしょうけど、もしも旅の途中であなたが殺されでもしたら、私が独りで食べていくだけに充分なお金が在ると思って？　私は、そうは思わないわ。どうして、この街の戦士ギルドで給金の良い役職に着いてくれないの？　噂によれば、帝国の衛兵のためのトレーナーを探しているそうよ。分かってるわ、ええ、分かってますとも。あなたが、冒険と危険と自由の日々を送りたがっていることは。でも、私のことを、ここであなたを心配しながら独りぼっちで困りきっている私のことを、ちょっとでも考えてくれたらね。あなたの仕事に今より興味を持ったら、そうしてくれるかも知れないわね。でもね、この前にSer Calissiah Vignumさんに話したみたいに、Calissiahさんって何て素敵な夫でしょうねって――」
　Liahは喋り続ける、その言葉が口から漏れ出る途端に死に絶えていくという事実も意に介しないで。Silverthornは微笑を浮かべて相槌を打ちながら、その沈黙を楽しんでいた。彼は思っていた、この魔法なしにEgroamaroを打ち倒すことは出来たけれど、この魔法なしに妻との生活を生き抜くことは出来ないだろうと。
